
ＷＨＯ（世界保健機関）は、１９８８年に世界的レベルでのエイズまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見

の解消を図ることを目的として、毎年１２月１日を「世界エイズデー」と定め、エイズに関する啓発活動等の実

施を提唱しました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年のキャンペーンテーマ 

「Ｕ＝Ｕ 知ることから、もう一度。12月１日は世界エイズデー。」 

U＝U（ユーイコールユー）は 

Undetectable（検出限界値未満）＝Untransmittable(感染しない) 

の略です。治療を続け体内の HIV量が極めて低くなれば性行為で他

の人に HIVが感染することはないということを表すメッセージです。 

 

 

 

 

 

 

 

国内新規報告数 

２０２２年 HIV感染者 ６３２件    ２０２３年 HIV感染者 ６６９件 

        エイズ患者  ２５２件           エイズ患者   ２９１件 

 

２０２３年 
HIV感染者６６９件 

エイズ患者 ２９１件 

 

 

 

 

HIV/エイズを予防するために、正しい知識と関心を持ちましょう。 

・エイズ（後天性免疫不全症候群）は HIV（ヒト免疫不全ウイルス）が免疫細胞に感染することによって、免疫

機能が低下し、様々な感染症やがんにかかりやすくなる病気です。 

・日本では感染経路のほとんどが性行為です。感染しやすい行為をすれば誰にでもうつる可能性があります。  

・自分が感染していることを知らずに、他の人に感染させる可能性もあります。 

・HIVに感染してもすぐにエイズを発症するわけではありません。 

・HIV感染を早期発見し、早期治療を行うことで、エイズ発症は予防できます。 

 

 

 

保健所では、無料・匿名でＨＩＶ検査と梅毒検査を行っています。 

・検査は完全予約制のため、事前に電話予約が必要です。 

・感染初期の場合は正しい結果が得られない可能性があるため、 

感染を疑う機会から２か月（８週間）以上経過してから受けられます。 

・保健所内で問診と採血（約８ml）を行います。 

・検査結果は２週間後に保健所内でお伝えします。（電話では結果をお伝えしません。） 

〈検査日時〉 祝日を除く 

第 1～4月曜日  １３：３０～１７：００ 

第 2、４ 月曜日  １７：１５～１９：３０ 

〈検査予約、エイズに関する相談窓口〉 

相双保健所 エイズ相談専用電話 ０２４４－２３－７４４８ 

 

 

＊近年、ＨＩＶ感染を知らずにエイズ

を発症する「いきなりエイズ」で

発見される方が増えています！ 

県内で 

梅毒の報告数が 

増加しています！ 

 

 


